
國學院大學学術情報リポジトリ

彙報

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-10-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002001021URL



257 彙　報

彙 
報

平
成
二
十
六
年
度
（
所
属
・
役
職
は
開
催
当
時
、
敬
称
略
）

▽�

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷

か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」

　「
共
存
学
」
グ
ル
ー
プ

〈
公
開
研
究
会
〉

・�

第
二
回
共
存
学
公
開
研
究
会
「
平
和
共
存
か
ら
共
同
体
ま
で
―

国
際
政
治
学
に
お
け
る
共
存
の
意
味
論
―
」、
報
告
者
＝
遠
藤

誠
治
（
成
蹊
大
学
教
授
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
磯
村
早
苗
（
國

學
院
大
學
教
授
）、
苅
田
真
司
（
國
學
院
大
學
教
授
）、
司
会

＝
古
沢
広
祐
（
國
學
院
大
學
教
授
）、
平
成
二
十
七
年
三
月
九

日
（
月
）
十
四
時
三
十
分
～
十
七
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

　「
渋
谷
学
」
グ
ル
ー
プ

〈
公
開
研
究
会
〉

・�

第
二
回
渋
谷
学
研
究
会
「
春
の
小
川
を
遡
る
～
渋
谷
川
の
支
流

（
宇
田
川
水
系
）
の
流
路
を
歩
く
～
」、
講
師
＝
林
和
生
（
國
學

院
大
學
教
授
）、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
四
日
（
土
）
十
四
時
～

十
六
時
三
十
分

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平
成
二
十
七
年
度
（
所
属
・
役
職
は
開
催
当
時
、
敬
称
略
）

▽
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
会
議

・�

第
一
回
、
平
成
二
十
七
年
四
月
四
日
（
土
）
十
五
時
～
十
六
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・�

第
二
回
、
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日（
金
）
十
五
時
五
分
～

十
五
時
三
十
四
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

▽
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

・�

第
一
回
、神
杉
靖
嗣
（
研
究
開
発
推
進
機
構
共
同
研
究
員
）「
戦

前
・
戦
中
期
の
社
会
状
況
と
星
野
輝
興
・
弘
一
の
神
道
学
説
に

つ
い
て
」、
平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
（
木
）
十
五
時
～
十
七

時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・�

第
二
回
、東
郷
茂
彦
（
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員
）「
昭

和
前
期
在
野
右
翼
の
神
道
・
天
皇
観
―
神
兵
隊
事
件
を
軸
と
し

て
―
」、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
一
日（
木
）十
八
時
三
十
分
～

二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・�

第
三
回
、
髙
野
裕
基
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）「
河
野

省
三
の
国
学
研
究
と
神
道
学
形
成
」、
平
成
二
十
七
年
五
月

二
十
八
日
（
木
）
十
八
時
三
十
分
～
二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・�

第
四
回
、
武
田
幸
也
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）「
今
泉
定

助
と
昭
和
前
期
の
社
会
」、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日
（
木
）
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十
八
時
～
二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・�
第
五
回
、河
村
忠
伸
（
研
究
開
発
推
進
機
構
共
同
研
究
員
）「
昭

和
初
期
に
於
け
る
神
社
行
政
の
課
題
」、
平
成
二
十
七
年
六
月

二
十
五
日
（
木
）
十
八
時
～
二
十
時
、Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ル
ー
ム
二

▽�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
「
昭
和
前
期
の
神
道
と
社

会
」
執
筆
者
会
議

・�

平
成
二
十
七
年
度
第
一
回
執
筆
者
会
議
、
平
成
二
十
七
年
九
月

八
日
（
火
）
十
三
時
～
二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
執
筆
者
会
議
、
平
成
二
十
七
年
十
月

三
日
（
土
）
十
三
時
～
二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

▽
国
際
学
術
交
流
事
業
（
國
學
院
大
學
院
友
神
職
会
奨
学
資
金
）

〈�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
客
員
研
究
員
派
遣
〉

・
上
西
亘
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
、平
成
二
十
七
年
四
月
～
）

▽�

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷

か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」

　
「
共
存
学
」
グ
ル
ー
プ

〈
平
成
二
十
七
年
度
共
存
学
研
究
会
〉

・�

第
一
回
、
加
藤
久
子
（
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究

員
）「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
を
め
ぐ
る
歴
史
と
記
憶
～

和
解
と
共
存
の
歴
史
叙
述
に
向
け
て
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
」、

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
日
（
水
）
十
六
時
～
十
七
時
三
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

第
二
回
、菅
浩
二
（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「
訪
問
調
査
報
告:

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
」、
平
成
二
十
七
年
六

月
二
十
六
日
（
金
）
十
五
時
～
十
七
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議

室
〇
六

・�

第
三
回
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ク
（
マ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー

大
学
）「
宗
教
と
過
疎
問
題
：
人
間
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

挑
戦
」、
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
（
金
）、
十
六
時
～

十
八
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

〈�

國
學
院
の
学
問
（
共
存
学
）〉
各
回
十
時
三
十
分
～
十
二
時
、

二
二
〇
二
教
室

・�

第
一
回
、
古
沢
広
祐
（
経
済
学
部
教
授
）「
共
存
へ
の
旅
立
ち
：

〈
地
域
と
世
界
〉
を
総
合
・
多
面
的
に
み
る
視
点
か
ら
」、
平
成

二
十
七
年
四
月
八
日
（
水
）

・�
第
二
回
、
茂
木
栄
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
東
日
本
大
震
災

に
み
る
自
然
と
の
共
存
」、
平
成
二
十
七
年
四
月
十
五
日
（
水
）

・�
第
三
回
、
藤
本
頼
生
（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「
自
然
災
害

と
の
共
存
―
自
然
災
害
伝
承
と
神
社
由
緒
と
の
関
係
性
に
み
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る
―
」、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
二
日
（
水
）

・�
第
四
回
、
黒
㟢
浩
行
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
都
市
生
活

に
お
け
る
共
存
と
神
社
の
関
わ
り
」、
平
成
二
十
七
年
四
月

二
十
九
日
（
水
）

・�

第
五
回
、
黒
㟢
浩
行（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
宗
教
を
越
え
た
災

害
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、平
成
二
十
七
年
五
月
十
三
日（
水
）

・�

第
六
回
、
菅
井
益
郎
（
経
済
学
部
教
授
）「
飯
舘
村
の
放
射
能

汚
染
と
遅
れ
た
住
民
避
難
」、平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
日
（
水
）

・�

第
七
回
、
松
本
久
史
（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「
近
世
国
学

に
お
け
る
「
共
存
」（
近
世
国
学
や
神
道
思
想
か
ら
見
た
共
存

の
諸
相
）」、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）

・�

第
八
回
、
宮
本
誉
士
（
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）「「
旧
派

和
歌
」「
新
派
和
歌
」
共
存
の
時
代
―
近
代
短
歌
の
黎
明
―
」、

平
成
二
十
七
年
六
月
三
日
（
水
）

・�

第
九
回
、菅
浩
二（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「「
共
存
の
困
難
さ
」

を
考
え
る
―
日
鮮
同
祖
論
と
神
社
、
新
た
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
構
築
と
失
敗
―
」、平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
（
水
）

・�

第
十
回
、
高
橋
克
秀
（
経
済
学
部
教
授
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に

お
け
る
競
争
と
共
存
―
日
本
・
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
、
ア
ジ
ア
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
―
」、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日（
水
）

・�

第
十
一
回
、
ノ
ル
マ
ン
・
ヘ
イ
ヴ
ン
ズ
（
神
道
文
化
学
部
教

授
）「
文
化
多
様
性
と
共
存
の
行
方
―
欧
米
の
動
向
を
ふ
ま
え

て
―
」、
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日
（
水
）

・�

第
十
二
回
、
苅
田
真
司
（
法
学
部
教
授
）「「
共
存
」
の
政
治
的

条
件
」、
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
（
水
）

・�

第
十
三
回
、
磯
村
早
苗
（
法
学
部
教
授
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
の
「
共
存
」
と
越
境
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
」、
平
成
二
十
七
年
七

月
八
日
（
水
）

・�

第
十
四
回
、
古
沢
広
祐
（
経
済
学
部
教
授
）「
多
様
性
が
織
り

な
す
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
動
向
―
共
存
社
会
の
展

望
―
」、
平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
（
水
）

〈
出
張
〉

・�

古
沢
広
祐
（
経
済
学
部
教
授
）、
筒
井
裕
（
帝
京
大
学
文
学
部

専
任
講
師
）、
杉
内
寛
幸
（
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助
員
）、

「
宮
城
県
石
巻
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
に
関

す
る
現
地
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
日（
土
）～

五
月
五
日
（
火
）、
宮
城
県
石
巻
市

・�

古
沢
広
祐（
経
済
学
部
教
授
）、茂
木
栄（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、

ノ
ル
マ
ン
・
ヘ
イ
ヴ
ン
ズ
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
杉
内
寛
幸

（
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助
員
）、「
岩
手
県
陸
前
高
田
市

に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
と
支
援
活
動
に
関
す

る
現
地
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年
八
月
六
日
（
木
）～
八

月
九
日
（
日
）、
岩
手
県
陸
前
高
田
市

・�

黒
㟢
浩
行
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
杉
内
寛
幸
（
研
究
開
発
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推
進
機
構
研
究
補
助
員
）、「
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
に
お
け

る
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
に
関
す
る
調
査
」
の
た
め
、

平
成
二
十
七
年
九
月
十
九
日
（
土
）～
九
月
二
十
二
日
（
火
）、

岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町

・�

古
沢
広
祐
（
経
済
学
部
教
授
）、
菅
浩
二
（
神
道
文
化
学
部
准

教
授
）、「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
参
加
」
の
た

め
、
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
四
日
（
木
）～
九
月
二
十
九
日

（
火
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・�

茂
木
栄
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
髙
野
裕
基
（
研
究
開
発
推

進
機
構
助
教
）、
杉
内
寛
幸
（
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助

員
）、「
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被

災
地
復
興
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
七

年
十
一
月
十
八
日
（
水
）～
十
一
月
十
九
日
（
木
）、
岩
手
県
上

閉
伊
郡
大
槌
町

「
渋
谷
学
」
グ
ル
ー
プ

〈
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

・�

國
學
院
大
學
渋
谷
学
研
究
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
渋
谷
の
記
憶

を
辿
る
～
常
磐
松
界
隈
を
歩
く
～
」（
主
催
＝
國
學
院
大
學
渋

谷
学
研
究
会
・
國
學
院
大
學
博
物
館
、
共
催
＝
白
根
記
念
渋
谷

区
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
）、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一

日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分
、
案
内
人
＝
飯
倉

義
之
（
文
学
部
准
教
授
）、
服
部
比
呂
美
（
白
根
記
念
渋
谷
区

郷
土
博
物
館
・
文
学
館
学
芸
員
）

・�

第
四
回
國
學
院
大
學
渋
谷
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渋
谷
ら
し
さ

の
近
未
来
」、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）
十
三
時

三
十
分
～
十
六
時
、百
三
十
周
年
記
念
五
号
館
五
二
〇
五
教
室
、

第
一
部
「
渋
谷
ら
し
さ
の
構
築
～
東
京
五
輪
か
らT

O
K
Y
O

二
〇
二
〇
ま
で
の
渋
谷
」、
講
師
＝
田
原
裕
子
（
経
済
学
部
教

授
）「
渋
谷
ら
し
さ
の
構
築
と
変
容
～
若
者
の
街
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
街
、
Ｉ
Ｔ
の
街
～
」、
大
友
教
央
（
東
急
電
鉄
株
式
会
社
）

「SH
IBU

Y
A
�2027

～
東
急
グ
ル
ー
プ
が
描
く
渋
谷
再
開
発
の

ビ
ジ
ョ
ン
～
」、
第
二
部
「
渋
谷
の
未
来
：
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
テ
ー
マ　

こ
れ
か
ら
の
渋
谷
ら
し
さ
の
あ
る
べ
き
姿
」、
パ

ネ
リ
ス
ト
＝
西
樹
（
シ
ブ
ヤ
経
済
新
聞
編
集
長
）、
大
友
教
央

（
東
急
電
鉄
株
式
会
社
）、関
谷
の
び
こ（
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
）、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
橋
元
秀
一
（
経
済
学
部
教
授
）

〈
展
示
〉

・�

平
成
二
十
七
年
度
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
、
第
四
回
企
画
展

〈SH
IBU

Y
A

〉、
平
成
二
十
七
年
年
八
月
二
十
二
日
（
土
）～
九

月
三
十
日
（
水
）、
國
學
院
大
學
博
物
館

・�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
（
１
）「
展
示
解
説
」、
秋
野
淳
一
（
研

究
開
発
推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）、
平
成
二
十
七
年
九
月
五
日

（
土
）
十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
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・�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
（
２
）「
展
示
解
説
」、
石
井
匠
（
國
學

院
大
學
博
物
館
学
芸
員
）、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
二
日
（
土
）

十
五
時
三
十
分
～
十
六
時

・�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
（
３
）「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
の
渋
谷
」、

上
山
和
雄
（
文
学
部
教
授
）、
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日

（
土
）
十
五
時
三
十
分
～
十
六
時

▽�

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「「
古
事
記
学
」

の
構
築
」

〈
研
究
会
〉

・�

第
一
回
、
谷
口
雅
博
（
文
学
部
准
教
授
）「『
古
事
記
』
の
本

文
校
訂
⑨
「
黄
泉
の
国
①
」」、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七

日
（
水
）
十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

・�

第
二
回
、
谷
口
雅
博
（
文
学
部
准
教
授
）「『
古
事
記
』
の
本
文

校
訂
⑩
「
黄
泉
の
国
②
」」、
平
藤
喜
久
子
（
研
究
開
発
推
進
機

構
准
教
授
）「
冥
界
の
表
象
」、
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
二

日
（
水
）
十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

・�

第
三
回
、
谷
口
雅
博
（
文
学
部
准
教
授
）「『
古
事
記
』
の
本
文

校
訂
⑪
「
黄
泉
の
国
③
」」、
黒
澤
直
道
（
文
学
部
教
授
）「
ナ

シ
族
神
話
の
伝
承
形
態�

―
ト
ン
バ
経
典
と
『
木
氏
宦
譜
』―
」、

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
（
水
）
十
五
時
三
十
分
～
十
七
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

第
四
回
、
溝
口
優
樹
（
國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
員
・
研

究
開
発
推
進
機
構
作
業
協
力
者
）「『
古
事
記
』
の
時
代
に
関

す
る
歴
史
研
究
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
内
容
検
討
」、
平
成

二
十
七
年
十
月
二
十
八
日
（
水
）
十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・�

第
五
回
、
谷
口
雅
博
（
文
学
部
准
教
授
）「『
古
事
記
』
の
本
文

校
訂
⑫
・
⑬
「
み
そ
き
①
②
」」、
井
上
隼
人
（
研
究
開
発
推
進

機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）・
小
野
諒
巳
（
研
究
開
発
推
進
機
構

ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）「
敷
田
年
治
『
古
事
記
標
注
』
の
翻
刻
と
研

究
」、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）
十
四
時
三
十
分
～

十
六
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

〈
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

・�「
古
事
記
学
」
の
構
築
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
葬
送
の
神
話

―
東
ア
ジ
ア
の
他
界
観
と
『
古
事
記
』―
」、
平
成
二
十
八
年

一
月
二
十
三
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、
基
調
講
演
＝「
俄
亜
（
オ
ー

ヤ
ー
）
ナ
シ
族
の
宇
宙
観
と
ト
ン
バ
教
儀
式
「
開
路
」・
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
像
「
開
路
」、
講
師
＝
鮑
江
（
中
国
社
会
科
学

院
社
会
学
研
究
所
研
究
員
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
立
石
謙
次
（
東

海
大
学
講
師
）、
谷
口
雅
博
（
文
学
部
准
教
授
）、
討
議
司
会
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＝
黒
澤
直
道
（
文
学
部
教
授
）

▽
外
部
研
究
機
関
と
の
共
催
研
究
事
業

・�

首
都
圏
形
成
史
研
究
会
創
立
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
首
都
と
首
都
圏
」（
共
催
＝
國
學
院
大
學
渋
谷
学
研
究
会
、
後

援
＝
地
方
史
研
究
協
議
会
・
関
東
近
世
史
研
究
会
）、
平
成

二
十
七
年
六
月
六
日
（
土
）
十
三
時
～
十
七
時
三
十
分
、
國
學

院
大
學
百
二
十
周
年
記
念
一
号
館
一
二
〇
三
教
室
、
挨
拶
（
趣

旨
説
明
）＝
上
山
和
雄
（
文
学
部
教
授
）「
首
都
と
首
都
圏
の
開

催
に
あ
た
っ
て
」、
発
題
＝
大
石
学
（
東
京
学
芸
大
学
）「
江
戸

首
都
論
」、吉
崎
雅
規
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
）「
幕
末
期
の
「
首

都
」
江
戸
と
外
交
使
節
」、
老
川
慶
喜
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）

「
鉄
道
の
開
通
と
東
京
の
商
品
流
通
」、
白
石
弘
之
（
元
東
京
都

公
文
書
館
）「
東
京
都
制
（
首
都
制
度
）
問
題
の
沿
革
」、
梅
田

定
宏
（
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ
丘
中
学
高
等
学
校
）「「
大
東
京
」

か
ら
「
大
東
京
空
間
」
へ
」、
松
本
洋
幸
（
大
正
大
学
）「「
首

都
圏
計
画
」
の
変
遷
―
一
九
五
〇
年
代
ま
で
―
」

・�

第
十
七
回
神
道
文
化
会
主
催
公
開
講
演
会
「
占
い
と
神
道
文

化
」（
共
催
＝
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
平
成

二
十
七
年
六
月
二
十
六
日
（
土
）
十
五
時
～
十
七
時
四
十
分
、

百
二
十
周
年
記
念
二
号
館
二
二
〇
一
教
室
、
講
演
１
「
お
み
く

じ
の
歴
史
」、
講
師
＝
大
野
出
（
愛
知
県
立
大
学
准
教
授
）、�

講

演
２
「
占
い
と
は
」、�

講
師
＝
加
門
七
海
（
小
説
家
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

・�

明
治
聖
徳
記
念
学
会
主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
祭
礼
と
芸

能
」（
共
催
＝
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
平
成

二
十
七
年
六
月
二
十
七
日（
土
）、
十
三
時
三
十
分
～
十
七
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、
基
調
講
演
＝
山
路
興
造
（
民

俗
芸
能
学
会
前
代
表
理
事
）「
祭
礼
と
芸
能
」、
発
題
＝
福
原
敏

男
（
武
蔵
大
学
教
授
）「
山
・
鉾
・
屋
台
・
山
車
行
事
―
期
待

さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
―
」、
岸
川
雅
範
（
神
田
神

社
禰
宜
）「
江
戸
・
東
京
の
祭
礼
文
化
」、
コ
メ
ン
ト
＝
小
島
美

子
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）、
高
山
茂
（
成
城
大

学
大
学
院
講
師
）、
司
会
＝
茂
木
栄
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）

・�「
シ
カ
ウ
チ
神
事
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
共
催
＝
國
學
院
大
學
環

境
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団
、

神
道
宗
教
学
会
、
社
叢
学
会
、
東
栄
町
シ
カ
ウ
チ
神
事
調
査

会
、「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」）、
平

成
二
十
七
年
七
月
四
日
（
土
）、
十
三
時
～
十
六
時
三
十
分
、

百
二
十
周
年
記
念
二
号
館
二
一
〇
四
教
室
、
基
調
講
演
＝
野
本

寛
一
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
）「
シ
カ
ウ
チ
神
事
と
農
耕
儀
礼
」、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奥
三
河
の
シ
カ
ウ
チ
神
事
の
本
質
と
諸
相
」、

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
小
林
稔
（
文
化
庁
伝
統
文
化
課
主
任
調
査
官
）、

佐
々
木
経
人
（
古
戸
の
花
太
夫
、
元
東
栄
町
教
育
長
）、
鈴
木
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良
幸
（
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
、
博
士
研
究
員
）

・�
第
六
回
宗
教
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
め
ぐ
み
へ
の
畏
怖
と
感

謝
―
神
道
的
環
境
倫
理
の
有
効
性
―
」（
共
催
＝「
宗
教
・
研
究

者
エ
コ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」、「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共

存
社
会
の
構
築
」）、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）、

十
三
時
～
十
六
時
四
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、

基
調
講
演
＝
櫻
井
治
男
（
皇
學
館
大
学
教
授
）「〈
め
ぐ
み
〉
へ

の
畏
怖
と
感
謝
―
神
道
的
環
境
倫
理
の
有
効
性
―
」、
パ
ネ
ル

発
表
＝
黒
㟢
浩
行
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
鎮
守
の
森
の
防

災
拠
点
と
し
て
の
見
直
し
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
」、

田
中
利
典
（
修
験
本
宗
総
本
山
金
峯
山
寺
長
臈
）「
自
然
に
善

悪
は
な
い
―
修
験
道
の
立
場
か
ら
」、
古
沢
広
祐
（
経
済
学
部

教
授
）「
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
世
界
観
と
「
人
・
自
然
・
宇
宙
」
曼

荼
羅
―「
共
存
・
共
生
」
の
視
点
か
ら
人
類
文
明
を
問
う
」、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
＝
石
井
研
士
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）

▽
國
學
院
大
學
院
友
神
職
会
総
会
研
究
報
告
会

・�

半
田
竜
介
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助
員
）

「
近
代
の
埼
玉
県
神
職
会
に
つ
い
て
」、
平
成
二
十
七
年
十
月

二
十
一
日
（
水
）、
百
三
十
周
年
記
念
五
号
館
五
二
〇
二
教
室

▽
成
果
公
開

〈
刊
行
物
〉

・『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
八
年
二
月

・『
古
事
記
学
』
第
二
号
、
平
成
二
十
八
年
二
月

・『
都
市
民
俗
研
究
』
第
二
十
一
号
、
平
成
二
十
八
年
二
月

・�『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
号
、

平
成
二
十
八
年
三
月

・『
共
存
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』、
平
成
二
十
八
年
三
月
刊
行
予
定

・『
渋
谷
聞
き
が
た
り
』
三
、
平
成
二
十
八
年
三
月
刊
行
予
定
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